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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・5/8（金）までに、プログラム改善案を提出すること。5/11（月）に三浦・鳥谷部が確認。

・5/7（木）5/8（金）東病棟スタッフ織田拓弥、成田春佳のローテーション研修実施。
・本日13:30より、西濱　喜久美様デイケア見学実施。

・平　康子様について

　現在、服薬自己管理が難しいことや、認知機能が低下しているため、認知症対応型通所介護「結び家」の利用を検討していくとのこと。

＜利用者様情報＞

・野月　利章　様～来所時、背中の衣類が濡れた状態であり「病院のトイレにカバンを落とした。背中がウォシュレットで濡れた。携帯も濡れて壊れた。洗濯しないといけない」と表情硬く話される。濡れている衣類を交換し、本人と一緒に洗濯を行っている。入浴後に着替える衣類は濡れている様子は見られない。朝食は摂取してきたが、内服薬は車に落ちたかもしれないと話し服用はしていないとのこと。お母様へ連絡すると、携帯電話は車に乗っている時から電源が入らない状態であったとのこと。内服薬は、本人のカバンにお母様が入れたとのことで車には落ちていないと話される。その後お母様から薬が届き、時間を遅らせて服用することとしている。来所時には服薬状況や生活状況を確認していく。
・小林　満　様　～来所時より表情に疲労感があり、体調確認する。昨夜遅くまで仕事仲間とバーベキューをして「眠い」と話している。飲酒については「俺の病気の事を知っている人もいるから飲まずに済んだ」と話しており、誘いを上手に断った事を評価している。昼食後、横になり休まれている様子みられている。様子観察を行っていき、体調や仕事状況などを確認していく。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供あり。「最近22：00頃に寝るけど2時か3時に目が覚めるのが続いていて先生に話したら薬を変えるって言っていた」と話している。就床前薬、ネルボン5ｍｇ1Ｔ→エスタゾラム錠2ｍｇ2Ｔ×14日分へ変更になったとのこと。デイナイトケアでは、眠気などの不調の訴えや居眠りすることなく、プログラムに参加することが出来ている。
・倉石　ヨシエ様～昨日午前中の排便について「いつもより少なく出た」と話しており、残便感があるとの事で就床前シンラック30滴滴下している。本日、デイナイトケアで排便の確認をすると、午前中に排便あったと話している。右足の痛みについては、徐々に軽減しているとのことで、プログラムにも参加している。

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。昨日ティーパックの空包で水を何度も飲んでいる。多飲水と前日の夜間尿失禁にてリネンを大量汚染した事を振り返りながら指導すると「分かりました」と飲む事を止めている。デイナイトケアでの水分摂取状況は、コーヒー2杯、水2杯半。今後も水分摂取状況を確認し、適時介入していく。

・種本　サハ　様～グループホームで血圧測定し194/79mmHgあり、体調を確認すると「足から腰にかけてビーンと張っている」と話している。11:30再度血圧測定すると175/51mmHg。プログラムには不参加でロッカー室や静養室で休んでいる事が多い。休養後は「だいぶよくなりました」と話し、午後のミーティングに参加している。

＜外来情報＞
・坂本　健治　様～本日、受診日ではないが母様と共に来院されている。5/2～5/4まで外泊しているが、5/3早朝に吐血したとのこと。本日、日赤受診したが、紹介状が必要とのことで5/8（金）次回日赤受診予定｡

・大久保　恒夫様～アローゼンの効果が弱いため、シンラック2本に変更処方されている。

・奥山　以依子様～便秘の訴えはあるが、シンラックを使用していないとのこと。医師より、便秘時にはシンラックを使用するようアドバイスされている。

・前野　義勝　様～肩こり症状が継続しているため、根城接骨鍼灸院を受診している。生活保護制度を利用できると説明されたが、市役所に確認すると負担は出来ないとのこと。青南病院の紹介状が必要であるとのことで、紹介状を本人に渡している。

　

カンファレンスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H27年5月7日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：三浦、藤田、戸賀沢

　　　　　　　　　　　　参加者：鳥谷部、藤田、戸賀沢、油津、會津

検討内容　

	氏名
	細谷地　与蔵様
	性別
	男
	年齢
	52歳
	生年月日
	S37年7月23日

	主病名
	脳血管性認知症
	合併症
	高血圧症　（多発性脳梗塞の既往あり）

	治療方針（医師の指示）
	日中活動・生活リズムの維持。

プログラムや社会的交流を通じて、認知症の進行を予防する。

	本人希望
	就労希望（作業所への移行を希望）

	家族希望
	就労希望（作業所への移行を希望）

	入院歴
	青森労災病院　1回（最終：H16年6月6日～H16年6月21日）

※脳梗塞にて入院治療を実施

	通所歴
	1回目

※今回：　H26年6月9日～現在（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	認知症対応型通所介護「結び家」　利用中（火･木曜日/週）

	住居：

妻の実家（田面木）
	家族構成：








※6人兄弟の6番目（次男）。

※両親とも亡くなっている。

	利用制度
	障害厚生年金2級　受給中

自立支援医療費制度　受給中

介護保険　新規申請中（H27年3月申請）

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	作業所（就労支援Ｂ型）への移行を目指す。
	スタッフ指導の元、作業を行うことができる。
	作業療法の時間が始まったら、自分からスタッフに声をかける。

休みながら30分間継続して作業を行うことができる。
	スタッフの指導を受けながら、作業を覚え、分からないことがあれば自分から聞く。スタッフは、本人の作業状況（理解度、的確さ、作業速度、正確さ等）を評価しながら、適宜助言を行う。アドバイスする際は、手順を分けて説明し、確認しながら少しずつ進めて頂く。

※毎日血圧測定し、本人のノートに書き留める。また、測定値のメモを毎週火曜日にカルテに貼付する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	作業療法の時間が始まったら、自分からスタッフに声をかける。

休みながら30分間継続して作業を行うことができる。
	達成度50％

・自分から作業を行わず、スタッフの促しにて取り組まれている。しかし、作業に色々声掛けをしても拒否する事がある。

・30分程度を目処に計算、折り紙、塗り絵をすることができている。

・作業療法の取り組み状況としては、集中して行う事が出来ず、周りをキョロキョロしながらではあるが、決めた時間や範囲（30分、100マス計算の半分、チューリップの色塗り10個中2・3個など）で作業する事は出来ている。

・作業速度はゆっくりである。
・折り紙細工のパーツ作りは、初めは手順をすぐに覚える事は出来なかったが、繰り返し行うことで、間違えずに一人で行うことができている。

・自宅では何もしていないとのこと（自宅での役割はない）。
	・周囲が気になり、集中力が持続しないこと、作業理解が乏しいことから、就労は難しいのではないかと思われるため、長期目標を「認知症の進行を防止する」に変更とする。

・作業を行う際には、本人のペースや疲労度を考慮し、時間や範囲を決めて行う必要がある。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止する。
	スタッフ指導の元、作業を行うことができる。
	作業療法の時間が始まったら、自分からスタッフに声をかける。

休みながら30分間継続して作業を行うことができる。
	スタッフの指導を受けながら、作業を覚え、分からないことがあれば自分から聞く。スタッフは、本人の作業状況（理解度、的確さ、作業速度、正確さ等）を評価しながら、適宜助言を行う。助言をする際は、手順を分けて説明し、確認しながら少しずつ進めて頂く。

※毎日血圧測定を促し、測定値のメモを毎週火曜日にカルテに貼付する。


